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過去問めぐり・東邦大学 
【１】2016 東邦大学  

〔4〕 ABC△ において，辺ACに接する傍接円と直線 BCとの接点を D とする。AB 19 ，BC 27 ，CA 24
のとき，BD  セソ である。 
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〔9〕 BC 2 ， A 30  ， B 105  である ABC△ において，辺AB上に点 D があり BCD 30  である。こ

のとき，CD  サ シ である。また，辺CA 上に点 E を CBE 30  となるようにとるとき，

2DE  スセ ソ タチ である。 

 

 

 

 

 



過去問めぐり・東邦大学・平面図形三角比.docx 3/5 

【２】2014 東邦大学 

4  次図のように， ABC が鈍角である ABC△ があり，AB 6 ，CA 11 ， ACB 30  である。辺CB

の B を越える延長上に AD AB であるような点 D をとるとき，BD  サシ が成り立つ。 
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12  正五角形の外接円および内接円の半径をそれぞれ R，rとするとき，
r

R




ミ ム

メ
が成り

立つ。 
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【３】2013 東邦大学 

 4  次図のように，円周上の 4 点 A，B，C，D に対して，直線 ABと直線CDの交点を E とし， AB 4 ，

AE 5 ， AED 90  とする。線分CD上を動く点 P が APB を最大にするとき， EP  ケ コ で

ある。 

 

 

 

 

 

 


